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長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
城
内
実
君
提
出
駐
中
国
日
本
国
大
使
任
命
に
つ
い
て
の
報
道
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
城
内
実
君
提
出
駐
中
国
日
本
国
大
使
任
命
に
つ
い
て
の
報
道
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

外
務
省
の
幹
部
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
外
務
省
外
部
の
人
材
を
対
象
に
人
選
を
行
う
際
に
は
、
外
交
に
対
す
る
高
い
見
識
を
有

す
る
等
の
基
準
を
設
け
て
い
る
。
丹
羽
宇
一
郎
中
華
人
民
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
（
以
下
「
丹
羽
大
使
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
加
え
、
企
業
経
営
者
と
し
て
の
優
れ
た
実
績
か
ら
特
命
全
権
大
使
と
し
て

組
織
を
統
轄
す
る
能
力
に
優
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
ほ
か
、
経
済
分
野
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
見
を
有
す
る
こ
と
、
中
国

事
情
に
も
明
る
い
こ
と
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
今
般
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
に
任
命
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

丹
羽
大
使
は
、
既
に
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
を
退
職
し
て
お
り
、
特
別
職
の
外
務
公
務
員
で
あ
る
特
命
全
権
大
使
と
し
て

任
用
さ
れ
て
い
る
。
特
命
全
権
大
使
は
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
服
務
に
係
る
規
定
及
び
官
吏
服
務
紀
律
（
明
治
二
十
年
勅
令
第
三
十
九
号
）
に

従
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
御
指
摘
の
点
に
関
す
る
問
題
は
生
じ
な
い
。


